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 開催概要  

経営研究会は昭和 32 年（1957 年）に設置されて以降、半世紀以上にわたって、経営幹部、経営企画部門の

責任者やスタッフを対象に、優れた企業事例や経営理論を紹介し続ける歴史ある勉強会です。 

近年では SDGｓを代表とした「持続可能性」に注目が集まることが多く、企業においても「長期的に利益を出し

続ける仕組みをつくること」、また「それを対外的にアピールすること」が企業価値の向上につながっています。 

本年度も本研究会では引き続き「サステナビリティ経営による企業価値の向上」をテーマと致します。また、3 年

ぶりとなる見学会を実施することで、「オンライン開催による利便性」と「見学会ならではの臨場感や講師・参加者

同士の交流」を目指します。企業価値の向上につながるヒントを得る場として参りますので、是非ご参加ください。 

 2023年度の例会内容のご紹介  

講 演 会 

グローバルな構造変化とリスクマネジメント 

～“想定外のリスク”に対応するには～ 

帝人の取組 

～ビジネスと人権の指導原則を踏まえ～ 

令和でもうける仕組みづくり 

～ビジネスモデルで振り返る成長戦略～ 
タカラバイオの持続的な成長戦略 

平田機工の最先端DX戦略 

～スマートファクトリーやデジタルツイン

で実現する生産性の向上～ 

健康経営がもたらす企業価値の向上 

見 学 会 

コニカミノルタのオープンイノベーショ

ンによる新たな価値創造 
ダイキン工業のオフィスづくりについて 

 特徴  

 ＊年間 8回の例会方式で、内 2回は現地見学会を予定しております。 

   ※通常例会はオンライン形式(ZOOM予定)、見学会は現地集合・現地解散 

 ＊1例会は 2時間です。（講演 90分、質疑応答 30分程度) 

＊代理出席・追加参加も可能です。(別部門の参加も可能) 

＊例会にご欠席された場合、ご希望の方には当日の資料をお送り致します。 

 参加対象  

経営幹部、経営企画・管理、人事、総務部門等の責任者・管理者・スタッフ、労働組合幹部等。 

特に、下記のようなお悩みを抱えている方は、是非ご参加ください。 

＊SDGｓや DXなど、新しいことに挑戦したいが、取り組み方が分からない方 

＊「経営」分野に関わる最先端の情報を幅広く学び、自身の成長につなげたい方 

＊見学会等、現場に行くことでそこでしか得られない貴重な情報を得たい方 

 年間参加費(本例会 全８回)  

生産性本部賛助会員(１名様)： １０５，６００円(消費税含む) ／ 一般(１名様)： １３２，２００円(消費税含む) 

サステナビリティ経営による企業価値の向上 

202３年度 

経営研究会  



 本年度例会内容  

第１回例会 と き：６月２９日(木) １５：００～１７：００ 

テーマ：「グローバルな構造変化とリスクマネジメント」 

～“想定外のリスク”に対応するには～ 

講 師：慶應義塾大学大学院 経営管理研究科 教授  大林 厚臣 氏 

コロナ禍が社会に与えた影響はあまりにも大きく、BCP を代表としたリスクマネジメントのあり方も大きな変容を迫ら

れている。急速に変化する社会や経営環境に対応するためには、現状を再認識し、何にどう備えるのかを改めて検討、

また発信する必要があるのではないだろうか。本例会では慶應義塾大学の大林氏にお越し頂き、想定外のリスクに対

する BCP策定のイロハをお伺いする。 

 

第２回例会 と き：７月２６日(水) １５：００～１７：００ 

テーマ：「帝人の取組」～ビジネスと人権の指導原則を踏まえ～ 

講 師：帝人株式会社 サステナビリティ推進部 企業倫理・コンプライアンスグループ長  

早川 公平 氏 

先行きが見えない VUCA 時代において、すぐれた製品を持続的かつ安定的に提供するうえで、バリューチェーンに

おける人権尊重の説明責任が高まっている。特に、グローバルに展開する企業ほど自社のビジネスがインパクトを与え

る影響範囲が広い。この影響と誠実に向き合わない企業とみなされた場合、企業活動に多大な影響を与えてしまうか

もしれない。本例会では、帝人㈱の早川氏にお越し頂き、同社が取り組んでいるビジネスにおける人権尊重の取組に

ついてお伺いする。 

 

第３回例会 と き：８月３０日(水) １５：００～１７：００ 

テーマ：「令和でもうける仕組みづくり」～ビジネスモデルで振り返る成長戦略～ 

講 師：早稲田大学 商学学術院 教授  井上 達彦 氏 

デジタル化やコロナ禍、原材料価格高騰等、急激な環境変化により「自社のビジネスモデルは消費期限切れではない

か」と悩む企業は少なくない。ニーズが変わり新しいものが台頭すると売上に大きな打撃を与えるので、経営者は常に

先を見越しておかなければならない。本例会では早稲田大学の井上氏にお越し頂き、令和におけるビジネスモデルを

体系化し、「もうかる仕組みづくり」についてご解説頂く。 

 

第４回例会 と き：９月２７日(水) １５：００～１７：００ 

テーマ：「タカラバイオの持続的な成長戦略」 

講 師：タカラバイオ株式会社 代表取締役社長  仲尾 功一 氏 

「宝焼酎」などで知られる宝ホールディングス。「和酒 No.1 企業としての強みを活かした、利益創出型の企業体質へ

の進化」を掲げながら、グローバル展開や新規事業が功を奏し、経営の多角化に成功している。その一つが研究用試

薬から始まった傘下のタカラバイオであり、直近 3 年間では売上高の倍増を見込みながら、遺伝子・細胞加工などの

第２の柱を育てている。本例会では、同社の仲尾氏にお越し頂き、同社の成長戦略と今後の展開についてお伺いする。 

 

第５回例会 と き：１０月２４日(火) １５：００～１７：００ 

テーマ：「平田機工の最先端 DX戦略」 

～スマートファクトリーやデジタルツインで実現する生産性の向上～ 

講 師：平田機工株式会社 グローバル事業本部  神田橋 嗣充 氏 

トヨタ自動車や米国 GM、韓国サムスン電子等、世界中の製造業の生産ラインを請け負う平田機工。同社は早くから

DX 化による生産改革に注力しており、近年注目を集める「デジタルツイン」においては、メタバース上での設計や仮想

運転、営業活動等を可能としたことで、大幅な生産性の向上を実現している。本例会では同社の神田橋様にお越し頂

き、時代の最先端を走る同社の DX戦略についてお伺いする。  

 

 



第６回例会 と き：１１月２２日(水) １５：００～１７：００ 

テーマ：「健康経営がもたらす企業価値の向上」 

講 師：ＳＣＳＫ株式会社 執行役員 人事・総務分掌役員補佐（Well-Being推進担当）   

河辺 恵理 氏 

多種多様な選択肢を選ぶことができる現代において、企業は「選んでもらうため」の努力を求められている。その中で 

IT サービス大手の SCSK ㈱ は先駆けて働き方改革や健康経営に取り組み、かつては長時間労働が当たり前だっ

た 同業界において効率的な働き方を促す「スマートワーク・チャレンジ」の実施や９年連続「健康経営銘柄」の受賞な

ど、様々な成果を上げ企業価値を向上させている。本例会では、同社が行う企業価値の取り組みとその中で起こった

課題感についてお伺いする。 

 

第７回例会 と き：１２月２１日（木） １５：００～１７：００ 

テーマ：【見学会】「コニカミノルタのオープンイノベーションによる新たな価値創造」 

見学先：Innovation Garden OSAKA Center （大阪府高槻市桜町 1-2） 

      講 師：コニカミノルタ株式会社 技術開発本部 システム技術開発センター 田中 正浩 氏 

「課題提起型デジタルカンパニー」を目指すコニカミノルタは、高槻市の新たな研究開発拠点として「Innovation 

Garden OSAKA Center」を開設した。「みえないモノをみえる化する」ための画像 IoT/AI 開発や、5G 技術を活

用した新規ビジネス等、種々の実証実験が可能なオープンラボやショールームを設け、事業創出のハブとなる同施設

には社内外の人材がコラボレーションする人材交流の拠点としても注目を集めている。本例会では、同施設の見学を

通じて同社の事業戦略と今後の展開についてお伺いする。 

 

第８回例会 と き：２０２４年１月１７日（水） １５：００～１７：００ 

テーマ：【見学会】「ダイキン工業のオフィスづくりについて」 

見学先：ダイキン工業株式会社 本社 

（大阪市北区梅田一丁目 13番 1号 大阪梅田ツインタワーズ・サウス） 

講 師：ダイキン工業株式会社 総務部 総務Ｇ（本社移転 PJサブリーダー）  密本 万吉 氏 

2022年 11月に本社を移転したダイキン工業。2019年 12月に本社移転を意思決定した直後、新型コロナウイルス

の感染が急速に拡大。世間でオフィス不要論まで囁かれた中、当初計画通り、フロア面積を増床して移転することで検

討を本格化。それから約 3 年、リモートワークなど新しい働き方の広がりも踏まえつつ、従業員一人一人がより働きや

すいオフィスを目指し検討を進めてきた。本例会では同社の新本社を見学し、同社が考える新時代の職場環境につい

て学ぶ。 

※諸般の事情により、テーマ・講師・日程等はやむを得ず変更になる場合がございます。 

 昨年度会員一覧  (会員総数：28組織、30名) ※順不同 

因幡電機産業㈱ 

㈱ＮＴＴビジネスアソシエ西日本 

オムロン労働組合 

関電不動産開発㈱  

㈱きんでん 

島津労働組合 

星光ビル管理㈱ 

摂津倉庫㈱ 

ダイキン工業㈱ 

東洋紡㈱ 

中尾フイルター工業㈱ 

㈱日本ネットワークサポート 

ノーリツ労働組合 

㈱乃村工藝社 

パナソニック アプライアンスユニオン 

パナソニック インダストリー労働組合 

パナソニック エレクトリックワークス労働組合 

パナソニックグループ労働組合連合会 

パナソニックコーポレートユニオン 

パナソニック ハウジングソリューションズ労働組合 

パナソニック ホームズ労働組合 

古野電気㈱ 

丸一鋼管㈱ 

マルホ㈱ 

村田製作所グループ労働組合連合会 

メック㈱ 

㈱森長工務店 

レンゴー㈱

 

 

 

 

参加申込： 裏面の申込書に必要事項をご記入のうえ、6 月 23 日(金)までにＦＡＸもしくは郵送にてお申し込みください。 

 ホームページからお申し込み頂くことも可能です。 https://www.kpcnet.or.jp/ 

 折り返し、第１回例会案内･参加費請求書を郵送いたします。 

     なお、以降の例会につきましては、開催の１か月程度前に正登録者様あてに E-mail にてご案内いたします。 

事 務 局：  公益財団法人 関西生産性本部 経営研究会（担当：小松・中山） 

            〒530-6691 大阪市北区中之島 6－2－27 中之島センタービル 28 階 

            TEL: 06（6444）6464 FAX: 06（6444）6450 email: komatsu@kpcnet.or.jp (小松) 

 



 

 

（公財）関西生産性本部 中山 行                              ＦＡX （０６）６４４４－６４５０ 

 

       申込日    月     日 

ふ り が な   会員区分（〇印をお付けください） 

会社・機関名 
 １． 賛助会員  （    ）生産性本部 

２． 一   般 

所 在 地 

(〒   －     ) 

 

 

正 登 録 者 

所   属  ・  役   職 氏 名 （ふりがな） 

  

TEL (      )      -           FAX (      )      -        

E-mail：                 @ 

請求書送付先 

 

所   属  ・  役   職 氏 名 （ふりがな） 

  

TEL (      )      -           FAX (      )      -        

E-mail：                 @ 

備 考  

 

 

※ 個人情報の取扱いについて 

1. 参加申込によりご提供いただいた個人情報は、当本部の個人情報保護方針に基づき、安全に管理し、保護の徹底に努めます。なお、

当本部個人情報保護方針の内容については、当本部ホームページ（https://www.kpcnet.or.jp/）をご参照願います。 

参加されるご本人、ご連絡担当者の皆様におかれましては、内容をご確認、ご理解の上お申込いただきますようお願い致します。 

2. 個人情報は、『経営研究会』の事業実施に関わる参加者名簿等の資料等の作成、ならびに当本部が主催･実施する各事業における 

サービス提供や事業のご案内、および顧客分析･市場調査のために利用させていただきます。 

3. 『経営研究会』の事業実施に関して必要な範囲で参加者名簿等の資料を作成し、当日講師、参加者等の関係者に配布させていただ

く場合がございます。但し、法令に基づく場合などを除き、個人情報を第三者に開示、提供することはありません。 

4. 個人情報の開示、訂正、削除については、本事業担当（℡06-6444-6464）または個人情報保護担当窓口（℡06-6444-6461）まで 

お問合せください。 

5. 本案内記載事項の無断転載をお断りします。 

 


